
令和８年度
枚方市施策評価報告書

【評価様式】



１．施策の概要

評価様式の見方（例）

施策に紐づく具体的な取り組みの一覧



取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「枚方市備蓄目標量（重要物資備蓄品の備蓄量）達成率」、「広域避難（洪水時における避難）に関する訓練
の実施校区数」、「登録災害ボランティア人数」は、目標を達成している。
・「広域避難ルールの策定校区数」、「直接避難型福祉避難所指定件数」は、未達成である。
・「消防団員の訓練や啓発活動の従事人数」は、未達成であるが、目標には近づいている。

市民満足度の分析

【満足度29.2%】
・年代別では、最も満足度が高いのは20歳台で43.5%、最も低いのは30歳台で25.3%である。
・昨年度と比較すると全体では、5.7ポイント低下したものの、若者世代（24歳以下）では、13.3ポイント上昇
した。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

添付の『令和８年度市民意識調査結果』より、
以下の分析結果を記載しています。
①年代別の比較
②昨年度（令和７年度調査）の結果との比較

第3期実行計画の各施策に紐づく具体的な
取り組みの達成状況と施策指標（客観的指標）の
達成状況を記載しています。



３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

【具体的な取り組みの進捗】
●取り組み結果
年次の取り組み内容に対応した取り組み実

績
●年度ごとの達成状況
◎：達成
〇：一部未達成、達成に向け進行中
△：課題や遅れあり
✕：多くが未着手

●「取り組み課題・今後の方向性」
具体的な取り組みにおける達成状況等を踏

まえた課題や今後の方向性

【施策指標の実績】
●各年度の実績
各年度の目標に対する令和8年3月末時点実績

●施策指標の分析
指標の実績を踏まえた要因や今後の見込み、

方向性



※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

防災体制が整っている
01_01 防災体制の強化

取組満足度が高い
↓

取り組み内容に
満足している人が

多い

関心・期待度・ニーズが高い→取り組みの推進を望む人が多い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

29.2% 15.8% 55.1%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

13.7％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿（施策満足度）『防災体制が整っている』に紐づく全取り組み⇒青丸
上記のうち施策シート『01_01 防災体制の強化 』に紐づく取り組み⇒赤ダイヤマーク◆

維
持

施策の分析

・「１．備蓄品管理の効率化」、「３．広域避難
訓練の推進」、「６．地域防災力の向上」は、関
心・期待度・ニーズと取組満足度がともに高く、
昨今の災害発生に対する防災意識の高まりが影響
していると考えられる。

満足度が高い一方で
推進を望む声も多い
ことを踏まえ、取組
満足度の維持・向上
に向けて取り組みを
推進・維持する。

取組満足度向上に
向けて取り組みを

推進する
（必要に応じた改善・

見直しを含む）

施策満足度や施策
の性質を踏まえ、
取り組みの改善・
見直しを行う。

施策満足度が高い
中で、取り組みの
維持・改善・見直し

を行う。

施策に紐づく取り組み（◆）
の分析結果を記載しています。

推進

改善・見直し

平均

※事業未着手のものや検討段階のものは
マトリクス分析の対象から除外

項目ごとに小数点以下第２位
で四捨五入しているため、合
計が100％にならない場合が
あります。



５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、広域避難ルールの策定や指定福祉避難所の設置といったいざ災害が発生した時の避
難体制の整備については、災害時要配慮者への支援とあわせて、より一層の取り組みを進めていく。また、引き続
き、大規模災害の発生時に備え、効率的な備蓄品管理の推進や、地域防災力の向上に向けた地域との連携強化を進
めていく。
・地域防災力の向上のため、住民一人一人が防災意識を持ってその知識や技術を身につけ、自助ができる住民を増
やす取り組みを進めていく。
・特に「４．家具固定器具等の購入補助（自助促進事業）」については、令和８年度からの実施を予定しており、
それに向けて取り組みを進める。また、自分の命は自分で守る自助の必要性の発信に併せ、制度周知を図っていく。

施策評価員による評価

・自助促進の方策は家具固定器具購入補助にとどまらず、さらなる検討が必要ではないか。
・多世代に向けた効果的かつ効率的な情報発信体制の整備や、災害時要配慮者に関する個人情報の適切な取り扱い
の周知の他、モデルとなる防災地区を指定等、他の地区へ折にふれて好事例等の横展開などの試みを検討してはど
うか。
・過去の避難所開設時の実感として避難所におけるトイレ問題は重要と考える。小学校体育館について空調が入っ
たことは大きな改善であるが、トイレの位置が避難所として適切なものかも検証する必要があるのではないか。ま
た、トイレが避難所となる体育館の近くになければ台風時に利用しにくく、特に要支援者が利用しにくいため、ト
イレ位置の変更または新設あるいはトイレまでの通路の風雨防止などの検討が必要ではないか。
・満足度が低い属性に対する課題を明確にして取り組みを進めるべきと考える。

６．施策評価員による評価【外部評価】

第3期実行計画の実績・進捗状況を踏まえた
今後の方向性について記載しています。

対象施策（23施策）のみ、内部評価を踏まえた評価員の
評価内容を記載しています。



評価様式

  基本目標１ 安全で、利便性の高いまち

★01_01_防災体制の強化 ・・・・・・・・・ 1

 　01_02_防災意識の向上 ・・・・・・・・・ 14

　 01_03_都市基盤の計画的な維持管理 ・・・・・・・・・ 25

 　01_04_浸水被害の軽減 ・・・・・・・・・ 37

　 02_01_災害情報の迅速かつ正確な提供 ・・・・・・・・・ 42

 　03_01_防犯体制の整備 ・・・・・・・・・ 52

　 03_02_消費者被害へ意識啓発・相談体制の充実 ・・・・・・・・・ 59

　 04_01_幹線道路の整備 ・・・・・・・・・ 67

 　04_02_京阪連続立体交差事業の推進 ・・・・・・・・・ 80

 　04_03_広域的な幹線道路等の整備 ・・・・・・・・・ 87

　 04_04_快適な歩行空間の整備 ・・・・・・・・・ 94

 　04_05_交通安全意識の向上 ・・・・・・・・・ 105

★05_01_公共交通機関の利用促進 ・・・・・・・・・ 112

★05_02_空き家・空き地等の適正管理及び活用促進 ・・・・・・・・・ 118

　 05_03_公共交通を軸とした都市機能の集約化 ・・・・・・・・・ 127

  基本目標２ 健やかに、生きがいを持って暮らせるまち

 　06_01_からだの健康の増進 ・・・・・・・・・ 137

 　06_02_こころの健康の維持・増進 ・・・・・・・・・ 156

 　06_03_難病患者が地域で安心して暮らせる環境づくり ・・・・・・・・・ 165

 　07_01_健康に関する危機管理体制の充実 ・・・・・・・・・ 171

 　07_02_人と動物の共生 ・・・・・・・・・ 181

目　　次



目　　次

 　08_01_医療体制の充実 ・・・・・・・・・ 187

 　09_01_高齢者が地域で安心して暮らせる環境づくり ・・・・・・・・・ 195

　 09_02_介護予防の推進 ・・・・・・・・・ 211

 　09_03_高齢者の社会参加の促進 ・・・・・・・・・ 221

★10_01_社会参加の促進に向けた福祉サービスの充実 ・・・・・・・・・ 228

★10_02_障害への理解促進、地域との交流の場の提供 ・・・・・・・・・ 241

　 11_01_人権教育・啓発の推進 ・・・・・・・・・ 248

★11_02_人権侵害への支援の充実 ・・・・・・・・・ 255

 　11_03_多文化共生社会の形成の支援 ・・・・・・・・・ 264

★12_01_女性活躍の推進 ・・・・・・・・・ 274

 　13_01_平和意識の向上 ・・・・・・・・・ 287

  基本目標３ 一人ひとりの成長を支え、豊かな心をはぐくむまち

 　14_01_安心して妊娠・出産できる環境づくり ・・・・・・・・・ 293

★15_01_子どもが安心して教育・保育を受けられる環境づくり ・・・・・・・・・ 305

★15_02_子育てに対する相談体制及び地域の子育て支援の充実 ・・・・・・・・・ 337

★15_03_児童虐待等の発生予防、早期発見、早期対応 ・・・・・・・・・ 349

★15_04_子どもや若者が社会生活を円滑に営める環境づくり ・・・・・・・・・ 357

 　16_01_小中一貫教育の推進 ・・・・・・・・・ 374

 　16_02_子どもの確かな学力の定着を図る ・・・・・・・・・ 380

★16_03_高い指導力と意欲を持つ教職員の育成 ・・・・・・・・・ 398

 　16_04_子どもの豊かな人間性を育む ・・・・・・・・・ 409

★16_05_いじめの未然防止・早期発見 ・・・・・・・・・ 420

 　16_06_不登校対策の強化 ・・・・・・・・・ 427



目　　次

 　16_07_教育環境の充実 ・・・・・・・・・ 437

 　16_08_支援教育の充実 ・・・・・・・・・ 449

 　16_09_子どもの健やかな身体の育成 ・・・・・・・・・ 457

★17_01_生涯学習の推進 ・・・・・・・・・ 464

★17_02_図書館運営・機能の充実 ・・・・・・・・・ 471

 　17_03_文化芸術活動の推進 ・・・・・・・・・ 488

 　17_04_スポーツ活動の推進 ・・・・・・・・・ 496

  基本目標４ 地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

　 18_01_枚方市駅周辺の再整備 ・・・・・・・・・ 515

 　  　18_02_枚方市駅周辺の賑わいづくりの創出 ・・・・・・・・・ 526

　 19_01_歴史文化遺産の活用と情報発信の充実 ・・・・・・・・・ 532

★19_02_観光施策の推進 ・・・・・・・・・ 543

　 19_03_若者の交流機会の創出 ・・・・・・・・・ 575

　 19_04_国際化施策の推進 ・・・・・・・・・ 585

★20_01_雇用対策の充実 ・・・・・・・・・ 590

★21_01_市内産業の活性化 ・・・・・・・・・ 602

★21_02_創業（起業）できる環境づくりの充実 ・・・・・・・・・ 616

★22_01_農業の担い手の育成、就農促進 ・・・・・・・・・ 624

  基本目標５ 自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち

 　  　23_01_里山など豊かな自然空間の保全・継承 ・・・・・・・・・ 635

 　24_01_自然とふれあい親しめる場の確保 ・・・・・・・・・ 642

 　24_02_緑化活動の活性化 ・・・・・・・・・ 647

 　25_01_ごみ発生抑制を最優先にした４Ｒの推進 ・・・・・・・・・ 653



目　　次

 　26_01_大気・土壌汚染等の公害の未然防止 ・・・・・・・・・ 666

 　26_02_産業廃棄物などの発生抑制や適性処理の推進 ・・・・・・・・・ 671

　 26_03_安全で良質な水を将来にわたって安定的に供給 ・・・・・・・・・ 677

 　26_04_生活排水等の適正処理 ・・・・・・・・・ 685

★27_01_ゼロカーボンシティの推進 ・・・・・・・・・ 692

 　28_01_景観に配慮した美しいまち並みの形成 ・・・・・・・・・ 702

  計画推進

 　29_01_広報・広聴活動の充実 ・・・・・・・・・ 711

★29_02_ＤＸの推進 ・・・・・・・・・ 721

　 30_01_市民などによるまちづくり活動の活性化 ・・・・・・・・・ 746

★31_01_行財政改革の推進 ・・・・・・・・・ 757

 　31_02_市有建築物の管理コストの平準化・計画的な更新・改修 ・・・・・・・・・ 774

 　31_03_公共施設の最適配置 ・・・・・・・・・ 779

 　31_04_組織体制の充実 ・・・・・・・・・ 786

 　31_05_個人情報の適正管理・セキュリティ対策の強化 ・・・・・・・・・ 792

 　31_06_目標達成に向け意欲的に学び成長する職員の育成 ・・・・・・・・・ 798

 　32_01_広域連携 ・・・・・・・・・ 808

★は外部評価対象施策（23施策）



１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「枚方市備蓄目標量（重要物資備蓄品の備蓄量）達成率」、「広域避難（洪水時における避難）に関する訓練
の実施校区数」、「登録災害ボランティア人数」は、目標を達成している。
・「広域避難ルールの策定校区数」、「直接避難型福祉避難所指定件数」は、未達成である。
・「消防団員の訓練や啓発活動の従事人数」は、未達成であるが、目標には近づいている。

市民満足度の分析

【満足度29.2%】
・年代別では、最も満足度が高いのは20歳台で43.5%、最も低いのは30歳台で25.3%である。
・昨年度と比較すると全体では、5.7ポイント低下したものの、若者世代（24歳以下）では、13.3ポイント上昇
した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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※関連指標なし

4



5
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※関連指標なし
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取り組みには紐づかない施策指標
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施策の分析

・「１．備蓄品管理の効率化」、「２．新庁舎の防災拠点機能の検討」、「３．広域避難訓練の推進」、「６．地域防災力の向上」は、関心・期待
度・ニーズと取組満足度がともに高く、昨今の災害発生に対する防災意識の高まりが影響していると考えられる。
・「４．家具固定器具等の購入補助（自助促進事業）」は取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは高い。
・「７．災害時要配慮者の避難支援」は、関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「５．枚方消防署の更新に向けた取り組み」は、関心・期待度・ニーズは低いものの、取組満足度は平均的である。
・「８．指定福祉避難所の設置」は満足度は平均的であるものの、関心・期待度・ニーズが高い。

防災体制が整っている
01_01 防災体制の強化

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

29.2% 15.8% 55.1%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

13.7％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『防災体
制が整ってい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『01_01 防
災体制の強
化 』に紐づ
く取り組み⇒
赤ダイヤ◆

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、広域避難ルールの策定や指定福祉避難所の設置といったいざ災害が発生した時の避
難体制の整備については、災害時要配慮者への支援とあわせて、より一層の取り組みを進めていく。また、引き続
き、大規模災害の発生時に備え、効率的な備蓄品管理の推進や、地域防災力の向上に向けた地域との連携強化を進
めていく。
・地域防災力の向上のため、住民一人一人が防災意識を持ってその知識や技術を身につけ、自助ができる住民を増
やす取り組みを進めていく。
・特に「４．家具固定器具等の購入補助（自助促進事業）」については、令和８年度からの実施を予定しており、
それに向けて取り組みを進める。また、自分の命は自分で守る自助の必要性の発信に併せ、制度周知を図っていく。

施策評価員による評価

・自助促進の方策は家具固定器具購入補助にとどまらず、さらなる検討が必要ではないか。
・多世代に向けた効果的かつ効率的な情報発信体制の整備や、災害時要配慮者に関する個人情報の適切な取り扱い
の周知の他、モデルとなる防災地区を指定等、他の地区へ折にふれて好事例等の横展開などの試みを検討してはど
うか。
・過去の避難所開設時の実感として避難所におけるトイレ問題は重要と考える。小学校体育館について空調が入っ
たことは大きな改善であるが、トイレの位置が避難所として適切なものかも検証する必要があるのではないか。ま
た、トイレが避難所となる体育館の近くになければ台風時に利用しにくく、特に要支援者が利用しにくいため、ト
イレ位置の変更または新設あるいはトイレまでの通路の風雨防止などの検討が必要ではないか。
・満足度が低い属性に対する課題を明確にして取り組みを進めるべきと考える。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「耐震補助制度を活用し改修・除却された木造住宅等の件数（累計）」、「耐震化に関する所有者への周知
啓発件数」、「自主防災組織による訓練実施回数」は、目標を達成している。「地区防災計画の策定件数」、
「個別避難計画の策定件数（自治会）」、「個別避難計画の策定件数（セルフプラン方式）」、「吹付けアス
ベスト含有調査補助制度を活用し、分析調査を実施した件数（累計）」は、未達成である。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度29.2%】
・年代別では、最も満足度が高いのは20歳台で43.5%、最も低いのは30歳台で25.3%である。
・昨年度と比較すると全体では、5.7ポイント低下したものの、若者世代（24歳以下）では、13.3ポイント上昇
した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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施策の分析

・「１．住宅・建築物の耐震補助」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度は平均的である。
・「４．自主防災組織の活動支援」の関心・期待度・ニーズは平均的であるものの、取組満足度は高い。
・「２．住宅・建築物耐震化の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「３．地区防災計画・個別避難計画の作成支援」、「５．危険な盛土等に対する規制の強化」、「６．既存民間建築物吹付けアスベスト含有調査
補助」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

防災体制が整っている
01_02 防災意識の向上

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

29.2% 15.8% 55.1%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

13.7％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『防災体
制が整ってい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『01_02 防
災意識の向
上』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、住宅・建築物の耐震化や地域の特性に応じた地区防災計画・個別避難計
画の作成支援など、地域の防災力のさらなる向上を目指す。
・「１．住宅・建築物の耐震補助」は、引き続き、周知・啓発を継続し、耐震化に対する関心が低い所有者への意
識啓発を行っていく。
・「３．地区防災計画・個別避難計画の作成支援」は、地域とも連携しながら作成促進に向けた取り組みを進める
とともに、新たに対象となる個人へのセルフプラン方式による「個別避難計画」の作成促進に取り組んでいく。
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。また、今年度より実施している「７．鉄道施設の耐震補助」に
ついては予定通り枚方市駅から御殿山駅の高架橋の耐震補強工事への補助を実施した。

【施策指標】
・「浄水施設の耐震化率」、「配水池の耐震化率」、「管路の耐震化」、「大規模断水を伴う管路事故件数」、
「舗装長寿命化計画における補修延長距離」は目標達成している。「ポンプ場の耐震化率」、「橋梁長寿命化
計画における修繕率」については、未達成である。

市民満足度の分析

【満足度29.2%】
・年代別では、最も満足度が高いのは20歳台で43.5%、最も低いのは30歳台で25.3%である。
・昨年度と比較すると全体では、5.7ポイント低下したものの、若者世代（24歳以下）では、13.3ポイント上昇
した。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし

31



32



33



※関連指標なし
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施策の分析

・「１．水道施設の耐震化」は、関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「２．下水道施設の更新・耐震化」は、満足度は平均的なものの、関心・期待度・ニーズは高い。
・「６．道路舗装の長寿命化」は、関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「３．水道基幹管路の整備」は、取組満足度が低く、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「４．河川の改良」、「７．鉄道施設の耐震補助」は、関心・期待度・ニーズは低いものの、満足度は平均的である。
・「５．橋梁の長寿命化」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

防災体制が整っている
01_03 都市基盤の計画的な維持管理

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

29.2% 15.8% 55.1%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

13.7％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『防災体
制が整ってい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『01_03 都
市基盤の計画
的な維持管理
』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、インフラは市民生活の都市基盤施設であることから、引き続き、道路、橋梁、上下水
道について計画に基づいた維持管理を行い、取り組みを推進していく。
・「２．下水道施設の更新・耐震化」は各ポンプ場の耐震化工事や耐震性能の確保に向けた取り組みを推進してい
く。
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、目標値を達成している。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度29.2%】
・年代別では、最も満足度が高いのは20歳台で43.5%、最も低いのは30歳台で25.3%である。
・昨年度と比較すると全体では、5.7ポイント低下したものの、若者世代（24歳以下）では、13.3ポイント上昇
した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．雨水幹線管渠の整備」は、関心・期待度・ニーズが低く、取組満足度は平均的である。

防災体制が整っている
01_04 浸水被害の軽減

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『防災体
制が整ってい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『01_04 浸
水被害の軽減
』に紐づく取
り組み⇒赤ダ
イヤ◆

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

29.2% 15.8% 55.1%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

13.7％

施策満足度

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、浸水被害リスクに備えるため、関係機関との協議も進めながら引き続き排水施設の整
備を図っていく。
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「情報伝達手段の整備件数」、「自動音声配信電話サービスへの登録者数」は、未達成だが、目標には近づ
いている。「避難情報を認知している市民の割合」は未達成。

市民満足度の分析

【満足度29.2%】
・年代別では、最も満足度が高いのは20歳台で43.5%、最も低いのは30歳台で25.3%である。
・昨年度と比較すると全体では、5.7ポイント低下したものの、若者世代（24歳以下）では、13.3ポイント上昇
した。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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施策の分析

・「３．避難情報の効果的な発信」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「１．災害時における情報共有手段の整備」は、満足度は低く、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「４．３Dハザードマップの作成」は、関心・期待度・ニーズは低く、満足度は平均的である。
・「２．災害対応に係るシステムの維持管理」、「５．ため池に係る防災整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

防災体制が整っている
02_01 災害情報の迅速かつ正確

   な提供

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『防災体
制が整ってい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『02_01 災
害情報の迅速
かつ正確な提
供』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

29.2% 15.8% 55.1%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

13.7％

施策満足度

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、引き続き、実際に災害が発生した際に、滞りなく市民に情報発信ができるように、
ホームページやＳＮＳなどさまざまな情報発信手段を活用しながら、取り組みを市民に周知するとともに、関係部
署間で連携し、体制を整備しながら、組織能力を高めていく。
・「１．災害時における情報共有手段の整備」については、デジタルＭＣＡ無線に代わる非常時情報伝達手段の選
定と整備計画の策定を進める。
・「５．ため池に係る防災整備」についてはため池ハザードマップの認知度を上げていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべて計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「犯罪発生件数」、「地域が設置管理するLED防犯灯の取替率」は、未達成であるものの、目標値に近づい
ている。

市民満足度の分析

【満足度26.5%】
・年代別では、20歳台が最も高く、39.1%である。最も低いのは、40歳台で20.8%であった。

・昨年度と比較すると全体では、8.9ポイント減少したが子育て世代（25～44歳）で0.5ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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施策の分析

・「１．防犯カメラの整備」、「２．防犯灯の整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高いことから、防犯意識の高まりが影響してい
ると考えられる。

身近な安全が確保されている
03_01 防犯体制の整備

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

26.5% 19.4% 54.0%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

17.5％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『身近な
安全が確保さ
れている』に
紐づく全取り
組み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『03_01 防
犯体制の整備
』に紐づく取
り組み⇒赤ダ
イヤ◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、引き続き、警察や地域等と連携しながら本市の安全・安心のさらなる推進を図ってい
く。
・「２．防犯灯の整備」については、地域防犯活動を担う自治会等が設置・管理する防犯灯について、新設・取
替・修繕費用や電気料金を補助することにより、安全安心なまちを維持向上させ、地域の防犯力強化をさらに進め
る。
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